
１ はじめに

調査地は奈良市西大寺小坊町７－２６、浄土院境内にあ

たり、庫裏の建て替えにともなう事前調査として実施し

た。調査地は隣接地よりも約０．７～１．０�ほど高くなって

おり、かねてより西大寺薬師金堂の基壇である可能性が

指摘されていた。そのため、これまでにも２回の発掘調

査がおこなわれている（２００４年：平城第３８０次調査、２００５年：

奈良市０４－１３次調査）。

調査は、まず庫裏の南西隅にあわせて東西４�、南北

４�の調査区を設定し、そこから１�幅で北に５�、東

に５．５�伸びる調査区となっている。その後、調査の過程

で南に１�×１�、西に南北３�×東西１．５�の拡張区

を設定した。結果、調査区全体の面積は３２�となった。

調査期間は７月２４日から８月３日である。なお、調査期

間中２度にわたって浄土院の檀家の方々に説明会をおこ

なった。

基本層序としては、表土を除去すると標高７６．４�程度

で近世の整地面が確認された。その整地面を除去する

と、標高７６．１～７６．３�で版築による基壇土を確認でき

た。これについては後述する。なお、地山層は基壇土の

下、標高７５．５�で確認した。以下では主に基壇土上で確

認できた遺構について記述する。

２ 検出遺構

奈良時代の遺構

SB１０００ 西大寺薬師金堂である。今回の調査では２基の

柱穴を確認することができた。また、調査区の全面にわ

たって基壇土が検出されている。

基壇は赤褐色土や灰色粘土、黄色土を交互に積んだ版

築によって築かれている。断ち割りや調査区中央のSE

１００５壁面の状況から、版築は上層では厚さ３～５�の比

較的細かい単位で黄褐色系の土層が積み重ねられている

が、下層では灰色系の粘質土が厚さ５～１０�とやや厚く

重ねられている。なお、残存する基壇の高さは約６０～８０

�である。

基壇の範囲に関しては、調査区の北側において残存基

壇縁を確認することができた。基壇化粧等は既に失われ

ており、若干の削平を受けているものと考えられる。調

査区の東側では東端まで基壇土が検出されたことから、

基壇縁はさらに東に延びていることが窺える。ただし、

後述のように推定される基壇縁がかなり東に位置してい

るにもかかわらず、調査区のすぐ東側で地形が７０�近く

下がることから、基壇東側は大きく削平されていること

がわかる。

なお、掘込地業についてはSE１００５の壁面で確認できな

いことや、推定基壇縁のかかる第３８０次調査区でも確認

されていないことから、直接地山上に基壇を構築したも

のと判断できる。
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図１８６ 第４０９次調査区位置図 １：２０００
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薬師金堂の柱穴は２基確認できたが、両者は種類が異

なっている。調査区を西側に拡張して検出された柱穴は、

南北幅が１．７�もある大型のもので、中には二上山産の

流紋岩質溶結凝灰岩が２基据え付けられていた。これら

の凝灰岩は風化の度合などから転用材と判断できるが、

その出自は不明である。２基とも柱穴底に据えられ、そ

の後で埋められている。おそらく、礎石や据付の根石は

この上層に設けられたと考えられ、この凝灰岩はその加

重に対する地業的な役割を果たしていたと推定される。

もう１基の柱穴は調査区中央で検出され、礎石の据付

痕と抜取痕を確認した。据付痕は最大幅１２０�前後と西

側の柱穴にくらべてやや小さい。また、柱穴底の高さも

２０�ほど高く、地業的役割を有するようなものも確認で

きなかった。

これらの柱穴の差違に関しては、建物の構造に起因す

るとも考えられるが、現状では定かではない。

図１８８ 第４０９次調査区全景（拡張前、南西から）
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図１８９ 第４０９次調査区遺構平面図・西壁断面図 １：８０
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その他の遺構

SE１００５ 調査区中央で検出された素堀りの井戸である。

やや東西に長い楕円形で、最大幅約１．１�である。今回の

調査では底まで確認していないが、深さは１．２�以上あ

る。薬師金堂廃絶後に設けられたものだが、近世の整地

面の下層に位置しているため、年代の下限が自ずと求め

られる。

SK１０１０ 調査区の東寄りで検出された方形の土坑であ

る。東西幅が２�以上に及ぶ大型のもので、中からは完

形の土師器小皿５枚ほどが出土した。

SX１０１１ 調査区の北側で検出された埋甕遺構である。こ

の辺りでは近世の整地面が検出されていないが、甕の年

代などから近世の整地にともなうと判断できる。

SX１０１２ 調査区西側の拡張区で確認された南北に並ぶ

石列である。いずれも近世の整地面上に設置されてお

り、東側の面をそろえるようにして置かれていることか

ら、見切石としての機能が想定される。

SX１０１３ 井戸SE１００５の上層に位置していた遺構であ

る。薬師金堂基壇土上層に位置する整地土を掘り込んだ

上で、近世の軒丸瓦・軒平瓦を組み合わせて炉状の遺構

を形成していた。

３ 出土遺物

土器・陶磁器類 今回の調査ではコンテナ４箱分が出土

した。わずかにSB１０００の柱穴から奈良時代の土器片が出

土しているのみで、SK１０１０出土の土師器小皿や、SX

１０１１の甕など大部分が近世以降のものである。なお、SX

１０１３からは焙烙や焼塩壺が出土している。

瓦磚類 表１９からも明らかなように、出土量は極めて少

ない。６１３３Nは西隆寺所用瓦で、西大寺からは初めての

出土である。なお、西大寺７６は平安時代のもので、近世

の瓦の多くはSX１０１３から出土したものである。

表１９ 第４０９次出土瓦類一覧

軒丸瓦 軒平瓦

型 式 種 点数 型 式 点数

６１３３ N １ 平安 １

西大寺７６ A １ 近世 ３

巴（近世） ６

軒 平 瓦 計 ４

軒 丸 瓦 計 ８ 桟瓦（近世） １

丸瓦 平瓦

重量 ２０．２㎏ ８４．７㎏

点数 １２５ ８３９

図１９０ 薬師金堂SB１０００柱穴（北西から） 図１９１ 井戸SE１００５と基壇の版繁状況（北から）
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４ まとめ －薬師金堂の復原に向けて－

今回の調査で、初めて薬師金堂の柱穴を確認できたわ

けであるが、まだ薬師金堂の全体像を復原するにはデー

タが足りない。ただし、今後の調査の指標の一つとし

て、『西大寺防災施設工事・発掘調査報告書』（奈文研・奈

良県教育委員会編１９９０）で呈示されていた西大寺伽藍周辺

の条坊復原をもとにした薬師金堂復原私案を以下に記し

ておきたい。

まず、凝灰岩が置かれた柱穴の国土座標（X＝－

１４４７５６．４、Y＝－２０２４４．２）と、西大寺伽藍中軸線を示す方程

式（X＝－cot０°１９′５０″Y－３６５４９２６．３３４、『防災施設工事』の値を

新座標系に置換済み）、および一条条間路心を示す方程式

（X＝－tan０°１８′５０″Y－１４４７６７．５４９、同じく新座標系に置換済

み）との距離をそれぞれ算出すると、西大寺伽藍中軸線

より西へ約２４尺、一条条間路心より北に４１５尺の位置に

あたることがわかる。

まず注目したいのが４１５尺という数字である。これは

おそらく４００尺＋１５尺という関係で、一条条間路心より

４００尺の位置が薬師金堂の東西中軸にあたり、柱穴はそ

れよりさらに北へ１５尺の位置にあたることを示している

のであろう。「西大寺流記資財帳」によると、薬師金堂は

「廣五丈三尺」とあるので、ここから身舎２間（梁間１５

尺）、庇の出が１１．５尺という推定ができる。

次に桁行であるが、「資財帳」の「長十一丈九尺」とい

う記載と、先ほどの２４尺という数値、そして庇の出が

１１．５尺ということを考え合わせると、身舎は７間で、中

央の３間が１６尺、その左右の４間分が１２尺という構造が

推定される。おそらくは中央３間が全体構造の基礎をな

し、それを支持するかたちで左右に２間ずつ柱が配置さ

れたのであろう。調査区で確認されたもう１つの柱穴

と、凝灰岩が置かれた柱穴の距離が概ね１２尺であること

も、これに矛盾しない。

最後に基壇の規模であるが、調査区の北端で確認され

た基壇縁は、推定される北側の庇から１０尺にわずかに足

りない位置にある。しかし、現状の基壇縁が若干の削平

を受けていることを考え合わせると、基壇縁は庇より１０

尺の位置にあったと考えて差し支えない。ここから、基

壇は東西１３９尺、南北７３尺であったと推定されよう。

以上、薬師金堂の復原に関して一私案を提示したが、

発掘資料から得られたわずかなデータをもとにして、あ

くまで理論的に構築した仮説にすぎない。ただし、今後

の調査における方針を定める際の一指標となるものと考

える。 （林 正憲）
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図１９２ 薬師金堂復原私案 １：３００
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